
様式第１号（第８条関係） 

放課後児童クラブ利用申込書（児童台帳） 

令和 ７年 10 月 16 日  

牧之原市長 

申 請 者 

(保護者) 

  〒421-0422 

住所 牧之原市静波９９１－１ 

氏名 牧之原 二子 

携帯電話（090）1234 － 5678 

 次のとおり、放課後児童クラブを利用したいので申し込みます。 

 なお、児童や世帯員の情報を市関係当局に照会又は提供することに同意します。 

児

童 

ふ り が な まきのはら たろう 性 別 男 ・ 女 

氏 名 牧之原 太郎 
令和７年度 

クラブ利用 
有 ・ 無 

生 年 月 日 令和元年５月１日 
学校・学年 

(令和８年度) 
川崎 小学校 １ 年 

家

族

状

況 

氏 名 続柄 生 年 月 日 現在の職業（勤務先）又は学校名（学年） 

牧之原 一郎 父 Ｓ○年○月○日 会社員（○○商事） 

牧之原 二子 母 Ｓ○年○月○日 自営業（英会話講師） 

牧之原 三郎 祖父 Ｓ○年○月○日 会社員（△△工業） 

牧之原 五子 祖母 Ｓ○年○月○日 農業（お茶、みかん） 

牧之原 太郎 本人 R元年５月１日 □□保育園さくら組 

牧之原 七子 妹 R○年○月○日 □□保育園たんぽぽ組 

  年 月 日  

利 用 希 望 日 １ 平日(月～金) ２ 土曜日 ３ 春休み ４ 夏休み ５ 冬休み 

募集要項の内容（利用上の注意、待機・退所となる場合等）について理解した はい ・ いいえ 

備 考 

・育休後仕事復帰のため７月１日から利用希望 等 

・令和８年３月末に牧之原市静波○○番地に転居予定 等 

※ 保護者が児童の障がいや発達の傾向について、把握している場合

は記入してください。 

（医師から ADHD の診断を受けており、特別支援学級に通う予定） 

※ ひとり親の方はどちらかに○をしてください。 

児童扶養手当の受給資格 （ 有 ・ 無 ） 

記入例 



保護者（父母）の状況 

 父 母 

状況（該当に○） 同居 ・ 別居 ・ 不在（死亡 ・ 離婚） 同居 ・ 別居 ・ 不在（死亡 ・ 離婚） 

被
雇
用
者 

勤務先名称 

（電話番号） 

○○商事 

（0548-22-0000） 
 

勤務先住所 牧之原市静波 123-4  

雇用形態（該当に○） 正規 ・ パート ・ 派遣 正規 ・ パート ・ 派遣 

就労日(該当曜日に○） 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 

就労時間 

（交代勤務の場合は、

それぞれ記入） 

8 ： 00 ～ 18 ： 00  

  

  

自
営
業
者 

事業の内容  英会話講師 

主な就労場所  自宅 

就労日(該当曜日に○） 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 

就労時間 ：   ～   ： 10 ： 00 ～ 19 ： 00 

農
漁
業
者 

就労日(該当曜日に○） 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 

就労時間 
農繁期  ：  ～  ：   (  月～  月) ：  ～  ：   (  月～  月) 

農閑期 ：  ～  ：   (  月～  月) ：  ～  ：   (  月～  月) 

 

保護者（祖父母）の状況 

 父方 母方 

祖父（ 72 歳） 祖母（ 64 歳） 祖父（   歳） 祖母（ 68 歳） 

住所 

(市内の場合は番
地まで記入。 
祖父と祖母が同
一住所地でない
場合は、いずれか
近い方を記入) 

同居（同一敷地内、隣接地を含む） 

別居市内（牧之原市    番地  ） 

別居市外（    市・町）・別居県外 

同居（同一敷地内、隣接地を含む） 

別居市内（牧之原市須々木 123番地4） 

別居市外（    市・町）・別居県外 

不在 不在 不在 不在 

就労の有無 

（該当に○） 
有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

勤務先名称 

（電話番号） 

△△工業 

（52-0000） 
農業  

☆☆マーケット

（63-0000） 

勤務先住所 牧之原市波津 牧之原市静波  御前崎市新野 

就労日 

（該当に○） 

月 ・ 火 ・ 水 

木 ・ 金 ・ 土 

月 ・ 火 ・ 水 

木 ・ 金 ・ 土 

月 ・ 火 ・ 水 

木 ・ 金 ・ 土 

月 ・ 火 ・ 水 

木 ・ 金 ・ 土 

就労時間 8：30～17：00 8：30～17：00 ：  ～  ： 8：30～17：00 

※ 一体的に利用している敷地内に住んでいる場合(居住する建物が別)、隣接地も同居となります。 


